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町田の歴史を扱う施設として認知度を高めることで、
子どもたちにも親しみを持ってもらうとともに、市内
に点在する歴史資源を活用した事業を展開する必要が
ある。

生涯学習施設として、講座・展示等のあり方、内容、
機会を多様化することで、多くの人が歴史の学びを享
受できる環境を創る必要がある。
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課題

2020年度認知度アンケート ～生涯学習施設、薬師池公園にて （６０１人）～

2017年度

町田市生涯学習に関する

市民意識調査

あなたは

この1年間に、

自由民権資料館を

利用しましたか

町田自由民権カレッジ受講生の累計

自由民権運動の情報収集や調査研究に関して、日本有
数の施設という強みをいかし、町田市のシティプロ
モーションにつなげる必要がある。

2019年度来館者年代

【地理的環境】
西園がオープンし、来訪者の増加が見込まれる薬師池公園四季彩の杜に近い。また、町田市内には歴史的
資源が多くあるが、特に、野津田町、小野路町周辺には豊富にある。

沿革

Ⅱ 役割や事業内容の見直し

自由民権運動は明治１０年代に国民の参政権獲得、立憲政体樹立の実現
をめざして全国で盛り上がり、武蔵国６郡と相模国９郡の中央に位置してい
た町田市域は、武相自由民権運動の中心であった。

1976年、「町田市史」の編さん事業が下巻を刊行して終了。
編さんにあたって収集した資料の保管など、事業の継承が
課題として残る。

1984年、自由民権運動の意義を伝えるために活用してほしいと、民権家
村野常右衛門のご子孫から民権家育成のための文武館であった「凌霜館
（りょうそうかん）」跡地の寄付を受ける。

開館から３４年が経過し、時代とともに人口減少や超高
齢化社会の到来、またデジタル技術の発展やそれに伴
うグローバル化など社会状況は大きく変化している。

「町田市５ヵ年計画17-21（行政経営改革プラン）」におい
て、２０２１年度までに自由民権資料館の役割や事業内
容を改めて見直すととも、効率的・効果的な管理運営手
法を検討し方向性を決定することとしている。

第3期生涯学習審議会からの「今後の生涯学習施策の進め方につ
いて」及び第5期生涯学習審議会からの「今後の町田市立自由民
権資料館のあり方について」の答申を踏まえ、自由民権資料館の
あり方見直し方針を定める。

・新たな町田市史編さんを求める声の高まり
・市立博物館の閉館に伴う歴史資料の教育委員会への移管
→自由民権資料館を取り巻く環境も変化している。

【設置目的】自由民権運動及び町田の歴史に関する資料を収集し、保管し、及び展示して、市民の利用に供し、
自由民権運動と町田の歴史についての市民の理解を深めるため、自由民権資料館を設置する。

1986年11月
自由民権資料館開館

Ⅰ 検討の

背景

＜郷土資料館として＞ ＜歴史の楽しさを学ぶ拠点として＞＜自由民権運動の資料館として＞

【実施事業の課題】
収集史料の保存・保管基準の作成
史料整理の効率化及び効果的な活用の推進
自由民権運動の情報センターとしての役割の強化
多様な媒体による多彩な情報発信

【実施事業の課題】
学びを通じたコミュニティ形成の支援
郷土への愛着を育むための学校教育との連携
多様な担い手との協働の推進

【実施事業の課題】
考古・歴史・民俗資料の一体的な活用
市域の歴史の研究成果の紹介・発信の更なる充実
周辺施設との連携の強化

自由民権資料館の
ことを知っています
か。

自由民権資料館
に来館されたこと
はありますか。

自由民権資料館は自由民
権運動のほかに町田の歴
史を扱っていますが知っ
ていましたか。

町田の歴史には
興味がありますか。

町田の歴史を後世に伝
えるために大切に管理し
ていくことは必要だと思
いますか。

利用者数の推移

Ⅱ－Ⅰ

現状分析

実施事業の課

題

利用者数

地理的環境

市民の声

アンケート

からの

ご意見

利用者の声

市内全部の小中高生の学習の場と
なってほしい。生涯記憶に残る大
事な学習の場でもあると考える。

この土地で民主運動に力を注
いだ人物がいることを孫に伝
えていきたい。

教育現場が活用す
ればよいと思う。

自分一人では長続きがしないが、仲間が
いれば出来ることはあると思う。いろい
ろな講座・研究会に参加してみたい。

講座卒業生たちと歴史から現代まで、様々
な問題意識を出し合い、学び、話し合って
互いに気づき、見識を深めていきたい。

あるテーマを中心に、関連事項も含めて資料
収集を行い、文章にまとめて発表するなど、
ライフワークとして取り組んでいきたい。

自由民権運動を通して考
えるという事の大切さを
ますます知りました。

未来を考える上で、当たり前の世界が
どうできてきたのかを伝えてほしい。

町田市で自由民権運動が盛んだっ
たことをこの施設で知った。

「自由民権」研究の全国セ
ンター機能を今後も維持し、
更なる発展を期待していま
す。

板垣退助や原敬と町田の民
権運動に携わった方々の関
係についての企画展などが
ぜひ見てみたいです。

自由民権研究のセンターなら、若
者・大学生などにも関心がもたれ
る活動の構築、海外とのネット
ワークを作るくらいの企画も欲し
い。

国の内外への発信力を強めたほうが良いと考えます。
世界の人と一緒に「自由」と「民権」を考える、そ
んな資料館になれば最高かなと思います。

時代を絞らない視野で見
せ方を工夫してほしい。

歴史文学・時代小説関係
の会と交流をしたい。

市民協働展など発表
の機会を得たい。

古文書を読めるよ
うになりたい。

市民向けの行事は続け
ていただけるとよい。小中高大生の企画は

考えられないか。

歴史を扱っていること
をアピールすると行く
人が増えると思う。

資料をデジタル化し
てウェブで見られる
ようにしてほしい。

いろんな施設が一
緒にあれば行って
みたい。

子どもに地域への愛着を持たせるた
めには必要。子どもが行ける施設に
してほしい。

近隣の駅や公共機関等にもっと情
報がほしい。目につくところに資
料館を知ることのできる何かがあ
れば良い。

地元の歴史の施設と
は思わない。郷土資
料館・歴史を扱うと
は思わない。

地域のことをもっと知
りたい（地名の由来、
町田の由来、町の移り
変わり、村の歴史）

周辺の公園などと連携して、
散歩のついでに入れるような
施設にしてほしい。

名前に「歴史」を入れた方
が良い。子どもが利用しや
すい名前にする。若い人も
興味を持つ名前に。

難しそう。
名前が固い。
何の施設か分か
らない。

どの地域でも郷土資料
館は必要。資料の保管
は大事だと思う。

町田市の「郷土資料館」として史料収
集・保存・研究・展示・学習の拠点と
して中心的役割を果たしてこそ存在意
義を感じる。

館外アンケ

ートの声



概要２

生涯

学習

審議会

-答申-

めざす

べき姿

２ 町田市域の歴史を継承する
市民の財産である市域の歴史を扱う施設としての責任を全うすることで、市民
の誰もが知る施設になる。

3 歴史の学びを通して人と地域をつなぐ
多様な担い手と協働し、歴史を学ぶ楽しさ・面白さを伝え、学びの
コミュニティを創る。

１ 自由民権運動の学びを現代（地域）に活かす
研究成果を市内外に発信し、”自由民権運動研究と
いえば町田”と呼ばれるようになることで、町の魅
力向上の一翼を担う。

Ⅱ－Ⅳ

めざす

姿

と

事業の

見直し

自由民権運動から現代・未来に提起できる問題を効果的
に発信することで、自由民権運動の歴史的意義や自由民権
資料館の存在意義を市内外に知ってもらうため、以下の取り
組みを実施する。
①誰もが知る歴史情報と関連づけることでさらに魅力が伝わ
る展示を取り入れる。

②「自由」「平等」「人権」など現代社会において身近に感じら
れる問題も視野に入れた活動を展開する。

③研究成果を展示、刊行物、デジタルコンテンツなどで効果
的な発信を行う。

博物館から民俗資料が移管されることを好機と捉え、歴史・民俗・考古の一体的活用をす
すめることで、市域の歴史的魅力を効果的に伝えていくため、以下の取り組みを実施する。
①自由民権資料館に愛称をつける。
②考古・歴史・民俗資料の一体的な活用の一環として、「フィールドミュージアム」の形成をめ
ざす。

③史料整理の促進を図るための手法を検討し、強化する。
④町田デジタルミュージアム・ホームページ・Twitter・動画配信をとおして積極的に情報発信
をする

⑤収蔵史料のデジタル化、研究成果の情報発信をし、「町田市史」の検証を行い「新町田市
史」の編さんに向けた準備を進める。

歴史を学ぶ楽しさを分かち合いながら人と人、人と地域がつながる社会の形
成を目指すため、以下の取り組みを実施する。
①多様な「知りたい」「学びたい」「調べたい」「考えたい」に応えるため、より多く
の方が受講できるような体制を構築する。

②学んだ知識や経験を地域で活かし、歴史の学びの輪を広げ、恒常的に継承
されるような仕組みの構築を検討する。

③「子どもにも分かる」を意識し、「自由」「平等」「人権」の大切さや、地域の歴
史について学んでもらうための教材を作成、発信する。

Ⅲ 効率的・効果的な管理運営体制の検討

＜2019年度 町田市行政評価シートより＞
・自由民権資料館行政費用 62,147千円
・自由民権資料館利用者１人当たりコスト 7,688円

＜2019年度 博物館等の運営に関するアンケートより＞
（近隣自治体等69施設）
★管理運営手法

★同規模16施設の入館者１人当たりの経費
（人件費、減価償却費除く）
・平均1,556円
・自由民権資料館1,469円
★同規模17施設の2018年度入館者数
・平均20,304人
・自由民権資料館7,852人

＜開館日＞
原則月曜日休館、年間300日程

自治体が運営
56

単独の事業体の指定
管理者による運営 5

複数の事業体の指
定管理者による運

営 1

自治体と指定管理
者による運営 5

その他（委
託等） 2

Ⅲ－Ⅱ課題

①組織体制の見直しと民間活力の一部導入
正規職員と会計年度任用職員の役割をより明確にし、かつ、

学芸担当職員と事務職員の業務の再分配を行う。また、学芸
担当職員の専門的な業務時間を確保する体制を作るため、生
涯学習総務課を再編成する。これらのことで、学芸担当職員
の役割を強化し、考古・歴史・民俗資料の一体的な活用を促
進するとともに、新たな市史の編さんに向けた準備を行う。
②史料の収集・整理・保管に関する基準の作成
多大な時間を要する史料整理業務の効率的・効果的な手法

を確立するため「史料の収集・整理・保管に関する基準」を
新たに作成する。また、デジタル化を進める。

＜運営手法の検討＞

（案1）直営
【メリット】地域と密接な連携を図ることができる。学芸担当職員の
専門性が継承できる。
【デメリット】収益を意識した事業に柔軟に対応できない。

（案2）一部業務委託化
【メリット】受付業務を委託した場合、学芸担当職員が本来担うべ
き業務に注力できる。また、直営のメリットと同じメリットが見込める。
【デメリット】委託可能な業務が少ない。

（案3）単独施設での指定管理者制度の導入
【メリット】常に収益を念頭に、柔軟かつスピード感を持って運営で
きる。
【デメリット】施設規模が小さく、独自収入が見込めないため、住民
サービス向上等の効果が期待できない。また、学芸担当職員の
専門性の継承が難しい。

（案4）複数施設での指定管理者制度の導入
【メリット】例えば薬師池公園四季彩の杜と一体的な管理とした場
合、連携した賑わいの創出や広報など効果が期待できる。
【デメリット】博物館の運営に精通した事業者になるとは限らない。
また、学芸担当職員の専門性の継承が難しい。

以上の検討内容を踏まえ、学芸担当職員の専門性が確実
に継承でき、安定的な運営につながる、一部業務委託の導
入が最も有効である。

Ⅲ－Ⅲ 管理運営体制の見直し

（仮）歴史係
●●●□□□□
◆◆◆◆◆△△

業務委託
（窓口受付、館内簡易案
内、アンケート回収等）

史料
整理

展示
企画

図書
刊行他

受付
↓
専門
業務へ

学芸
担当

●正規職員（学芸担当）、□正規職員（事務）、

◆会計年度任用職員（学芸担当）、△会計年度任用職員（事務）

自由民権資料館
●□□◆◆◆△△

文化財係
●●□□□□

文化振興課
博物館

◆◆（民俗）

生涯学習総務課

Ⅲ－Ⅰ現状分析 他市調査 市民の声

現在

今後

地域の文化を担う良質な公
共施設だと思う。今後も存
続してほしい。

少ない職員体制で大変だと
思うがもっと外に発信する
ことが必要ではないか。

貴重な施設を無料で設置いた
だきありがとうございます。

学芸員が忙しすぎるためか、
市民に向けた教育的側面が弱
く、市民教育を疎かにしてい
るのではないかと感じる。

市民が郷土史を学ぶことを
喜んでくれ、支援してくれ
る場所。学芸員さんたちが
多忙になりすぎず、それぞ
れのスタイルで今の印象を
維持してほしい。

行政サービスを向上していく
ためにも、施設の適正な維持
管理や運営コストに見合う事
業の提供など、効率的・効果
的な運営を行う必要がある。

✦これまでに自由民権資料館とし
て築き上げてきた専門性をしっ
かりと継承していくことが何より
も大切。

✦直営による運営が望ましいと考
えるが、一方で、広報業務など
の一部の業務を委託すること
は、学芸員が専門性の高い業
務に注力する時間を確保でき
ることにつながり、より良い効
果を生み出す可能性がある。

✦運営体制の検討にあたっては、
経済的効率化の視点だけでな
く、導入例をしっかりと検証しな
がら慎重に進めていく必要があ
る。

生涯学習審議会答申

町田市域の歴史を継承する

＜方向性＞
歴史史料を収集・整理・保管し、そして調査・研究をしっかりと行うことで、町田市域の歴
史を継承していく郷土資料館としての役割を担う。

＜具体的な取組＞
✦貴重な史料の散逸を防ぐとともに、大学との連携を積極的に構築しながら史料の活用
にまで繋げていく。

✦町田市域の歴史を学べる郷土資料館でもあることを広く知ってもらえるよう、自由民権
資料館の改称、あるいは愛称やキャッチコピーを検討する。

✦子どもたちに地域の歴史に慣れ親しんでもらうため、学校の授業やカリキュラムなどと
連動させながら、教育現場のデジタル環境を活用した取組を検討する。

✦町田の歴史を学ぶきっかけとなるよう、オリジナル動画の展示室での上映やＳＮＳによ
る発信、題材の漫画化などを検討する。

✦市内に点在する歴史資源を結び付けた各地域のフットパスの作成やバスルートの発
信など、全市域の歴史資源を対象とした取組を展開する。

✦「町田デジタルミュージアム」をはじめとする新たな資源と既存の事業が上手く活かされ
合うような取組を検討する。

自由民権運動の学びを現代(地域)に活かす

＜方向性＞
全国で３館しかない自由民権を冠した施設であるというブ
ランド力を活かし、市内外に研究成果を発信していくことで、
地域の魅力を高めるとともに、市民の郷土への愛着や誇り
につなげていく。

＜具体的な取組＞
✦市内小・中学校の社会科や総合学習で“町田の自慢”とし
て自由民権運動を学ぶことが出来るような教材を作成す
る。

✦人権問題をはじめとするＳＤＧｓや国際化社会など、年代
を問わず多くの人にとって身近なテーマを切り口とし、自
由民権運動の今日的意義を伝える。

歴史をとおして人や学びを循環させる

＜方向性＞
市民の歴史学習の拠点として、一人ひとりが自分に合ったかたちで歴史を理解
し、楽しく学べるような環境を整備していく。自由民権資料館で学んだ成果を活か
す場につなげていくことで、人や学びが循環するしくみを構築する。

＜具体的な取組＞
✦オンライン講座の実施や、母国語に翻訳しやすい展示解説文のデジタル化な
ど、ＩＣＴ化を推進する。

✦生涯学習センターや市民文学館などを拠点として施設で活動している人たち
の知識や経験が横につながり活かされるよう、施設間で回遊性を生むための
取組を検討する。

✦自由民権資料館で学んだ人が起点となり、人から人へ歴史が継承されていく
ようなしくみを整える。

✦人材育成を目的とした講座を実施し、習熟度に応じて出張講座や地域の学び
の場での講師や案内係を依頼できるような体制を整える。

Ⅱ－Ⅲ
使命の

再確認
町田市域の歴史を伝え郷土愛を育む自由民権運動の意義を評価し発信する 歴史の学びを通し個人と社会をつなぐ



概要３Ⅱ－Ⅳ　自由民権資料館のめざす姿と事業の見直し（イメージ図）

ぴっ

自由民権の鐘とは
・・・・・・・
・・・・・・・

もっと詳しいことは
自由民権資料館へ！

○○中学校
町田の歴史

歴史なら
面白そうだ。
参加して
みよう！

学びの場

町田の歴史は

愛称 へ

（自由民権資料館）

次の課題を書くた
めに調べに行って
みようかな。
まずはスマホで見
てみよう。

へえ～
町田は自由民
権運動が盛ん
なんだ！

皆さん、町田市の歴史を
調べたい場合は、

『愛称○○』へ行くと
もっと詳しい資料が
ありますよ！

町田デジタルミュージアム

町田の歴史フィールド
ミュージアム ガイドブック
－自由民権資料館周辺版－

自由民権資料館

自由民権の碑

自由民権の鐘

石阪昌孝の墓

旧永井家住宅

旧荻野家住宅

ぼたん園

民権の森

薬師池
リス園

南園

西園ダリア園

七国山

北園

町田の歴史
フィールド
ミュージアム
ガイドブック
－相原版－

町田の歴史
フィールド
ミュージアム
ガイドブック
－三輪版－

（地域の方たちから、
フィールドミュージアム

の案内役を頼まれちゃった。）

皆さんこちらは・・・

今度の週末、
ここ歩いて
みない？

いいね！

考古・歴史・民俗史料の
一体的な活用

大事な古文書が
見つかったぞ。

まずは自由民権資料
館に相談しよう。

このＨＰには
自由民権や
町田の歴史に
関する資料が
たくさん
あるな。

愛称募集

もちろんです。
よく散策するので、
周辺の情報は
詳しいですよ！

お預かりして、
整理しますね。

職員

史料収集・整理・保管・調査研究

自由民権資料館コンテンツ

町田の歴史発見
町田市史の研究

自由民
権運動

民権家

自由民権資料館

史料の収集
・整理・保管
に関する基準

職員

みんなに見て
もらうために
史料整理を
しっかりやろ
う。

スピードを上げ
てやろう。

分かりやすい展示
積極的なアウトリーチ

この人なら
知ってるなぁ。
町田の民権家
も一緒に活躍
してたんだ！

地域デビューは
ハードルが
高いけど、

子どもにも分かる
学校との連携強化

ところで
町田って
どんなとこかな？

へぇ
町田の歴史って
面白い！

今日は、自由民権
資料館とオンライ
ンでつながって授
業をします。

２ 町田市域の歴史を継承する
市民の財産である市域の歴史を扱う施設としての責任
を全うすることで、市民の誰もが知る施設になる。

3 歴史の学びを通して人と地域をつなぐ
多様な担い手と協働し、歴史を学ぶ楽しさ・
面白さを伝え、学びのコミュニティを創る。

１ 自由民権運動の学びを現代（地域）
に活かす

研究成果を市内外に発信し、”自由民権運
動研究といえば町田”と呼ばれるようにな
ることで、町の魅力向上の一翼を担う。

町田の歴史
フィールド
ミュージアム
ガイドブック
－相原版－

職員

フィールドミュージアム
の相原版を作るので、

一緒にやって
くれませんか？


